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わかまつ社協だより
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共同募金はこの広報紙発行にも役立てられています。

　新たな年を迎える時期に、地域のみなさんが安心して暮らすことができるよう、若松区民の皆様のご協力
をいただいて、昨年12月に歳末たすけあい募金を行いました。
　皆様のあたたかいお気持ちが数多く寄せられ、総額 1,155 , 342円になりました。
　この募金は、支援を必要とする低所得世帯等への見舞金や校（地）区社協で行われる世代間交流などの事
業に対する助成、高齢者等見守り訪問活動等に活用させていただきました。詳細は、次のとおりです。
　募金にご協力いただいた区民の皆様をはじめ、民生委員や各校（地）区社協等関係団体及び地元企業の皆
様に心からお礼を申しあげます。

　　　　　　　　　また昨年10月1日から今日まで、赤い羽根共同募金の募金活動にご協力いただきまし
　　　　　　　　た若松区各自治会、民生委員・児童委員、校（地）区社会福祉協議会及び共同募金会評
　　　　　　　　議員会の各団体の皆様、ありがとうございました。 
　あわせて趣旨に賛同し、募金をしていただいた各自治会、まちづくり協議会、その他の区内各種団体、
保育所、企業、官公庁の皆様、街頭募金等で募金いただいた区民の皆様並びに募金箱の設置にご協力い
ただいた皆様、ありがとうございました。
　赤い羽根共同募金の期間は 3月31日まで続きます。ご協力いただきました募金は、令和４年度の若松区
社会福祉協議会の活動費、県内の民間福祉施設の整備費等に活用されますので、引き続き皆様のご協力を
お願いいたします。

１　支援を必要とする低所得世帯等への見舞金　
２　校（地）区社協で行われる世代間交流などの交流事業に対する助成
３　地域福祉活動者による年賀状配布事業　　　
４　高齢者等見守り訪問活動事業
５　ふれあいいきいきサロン支援事業

     32,000円
    100,000円
     80,000円
   643,342円
   300,000円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

歳末たすけあい募金＆赤い羽根共同募金

地域福祉活動の財源として
　　　　　　活用されています！

ご協力ありがとうございます。ご協力ありがとうございます。ご協力ありがとうございます。
令和３年度
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共同募金はこの広報紙発行にも役立てられています。

《あおばGo!Go! 手伝い隊》 《あおばGo!Go! 手伝い隊》 
　10月3日 (日) に青葉市民センターで【青葉台の高齢化。 どう「助け合う」、「支えあう」】をテーマに、
「《あおば Go! Go! 手伝い隊》フォーラム」 が開催されました。 青葉台地区社協の橋田副会長が進行を
務め、 民生委員・児童委員、市民センター館長、ボランティア活動者、青葉台地区社協会長の４名がパ
ネリストとして、 若松区社協の木下所長がアドバイザーとして参加し、パネルディスカッションが行
われました。  現在、 青葉台の高齢化率は、 22.4％で低いように感じますが、10年後には推計約 47.7
％と、住民の半数が高齢者となる状況にあります。  また2025年には、高齢者の5人に1人が認知症に
なるといわれており、 認知症の方の増加も見込まれます。 このため、市民センターの講座を通じた仲間
づくりや、 支援が必要な人を支える民生委員・児童委員活動、社協のふれあいネットワーク活動、また

自身の生きがいにもつながる様々なボランティア活
動、さらに地域とつながり、 交流が始まるきっかけで
ある「声掛け」の重要性について話し合いました。
　最後に、先日実施したアンケートを基に、来年5月を
目処にスタート予定の支え合いの体制「《あおば Go! 
Go! 手伝い隊》」の紹介もあり、今後の動きにも注目で
す！

フォーラムの様子

進行をする香月会長

フォーラムが開催されました（青葉台校区社協）

「たかす・ふれあいカフェ」 「たかす・ふれあいカフェ」 
　10月 12日（火）に高須市民センターで、認知症の方を介護している家族の方の語らいの場を初めて
開催し、６組７名の方が参加されました。 まず、リラックス運動をしてから、参加者の自己紹介が行わ
れました。 皆さんが具体的な介護の実態を話される中、 他の参加者から「おむつ給付」や「介護タク
シー」についての質問も出て、自己紹介だけで 50分を過ぎました。 予定時間を1時間としていたので、
最後に参加者にそれぞれ感想をいただきました。 「話を聞いて皆さんが偉いな、 優しいなと感じた。」 
「イライラする。 優しくできない。 そんな気持ちのはけ口が欲しかった。 続けてほしい。」 「何かお役に

立つことがあれば、手助けをしたい。」 「１日１日を大切に過ごしてい
る。」 「認知症介護の初心者なので、皆さんの話をまた聞きたい。」 会
長から、何かあれば、近くの福祉協力員や高須地区社協に連絡して下
さいと伝えて終了しました。
　また 12月 7日 ( 火 ) には２回目が開催され、その場でも有償運送
サービスについてや、 見守りが必要な高齢者を在宅で介護している
ご家族が、 介護疲れでリフレッシュ、外出したい時に使える「高齢者
見守りサポーター派遣事業」についての情報交換が行われるなど活発
な会議となりました！

を開催しました  （高須地区社協）
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ボランティア通信
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共同募金はこの広報紙発行にも役立てられています。

　11月 23 日（火）玄海青年の家で、「災害ボランティア活動の基礎知識」「被災の現状と活動」の２
つをテーマとして、災害ボランティア養成講座を開催しました。
　この研修には、地域の活動者だけでなく、 北九州市立大学のボランティアサークル「北九大 
3Club」の学生にも参加していただきました。 「北九大 3Club」
は日頃から地域住民と学生が交流できる場を設け、 コミュニ
ティを形成し、 災害発生時に迅速な対応を取れるようにす
ることを目的に、 地域と繋がっていきたいとの思いで活動を
行っており、 この研修が顔合わせのきっかけとなりました。 
ボランティアセンターとしても、 こういった若い世代を地域
へ繋ぎ、 次世代に地域福祉のバトンが繋がっていくよう、こ
れからも頑張っていきます！

　10月16日（土）～23日（土）にかけて、ボランティアウィーク２０２１がウェルとばたで開催され
ました。期間中は様々なテーマで複数の講座が実施されました！
　若松区ボランティア連絡協議会からは、初日に中ホールで行われたオープニングイベントのトップ
を飾り、ボランティア公共楽団「らるご」のみなさんに演奏
していただき、会場は大いに盛り上がりました。素晴らしい
演奏でたくさんの方から、賞賛のことばをいただきました。
本当はもっとゆっくり聴きたかったのですが、今回は限られ
た時間での演奏でちょっと残念でした。
　若松区内でのイベントなどにお声掛けいただければ、演
奏を聴いていただくことができます。ご希望の方は、若松区
ボランティアセンターまでご連絡ください。
　　　【若松区ボランティアセンター　☎７６１−２２０８】

北九大 3C lub の活動紹介

学生ボランティアサークルの皆さんが研修に参加しました！
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※回答は若松区社協HPに記載されています。 次回の脳トレコーナーをお楽しみに！

「社会福祉に役立ててほしい」と本会にご寄付がよせられました。
受領いたしました皆様のお気持ちは、社会福祉事業のため、有意義に使わせていただきます。
ご寄付いただいた方々は次のとおりです。

　ご寄付ありがとうございます。

（令和3年9月16日～令和4年1月15日受付分　敬称略）

　若松区社会福祉協議

会では、社会福祉に関心

のある方、社会福祉協議

会の活動に賛同される

方を対象に賛助会員を

募集しています。 会費は

次のとおりです。

　　個人会員　

　　法人・団体会員

　

　詳しくは、若松区社会福祉協議会へ

お問い合わせください。

賛助会員を
 募集します！

■編集・発行 / 若松区社会福祉協議会
 若松区浜町一丁目 1 番 1 号　 TEL093-761-3422  FAX093-761-3660

一 口  　1,000円

一 口　10,000円
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「みんなが安心して暮らせる支え合いのまちづくり」の
　実現のために皆様のご協力をお願いします！！

「みんなが安心して暮らせる支え合いのまちづくり」の
　実現のために皆様のご協力をお願いします！！

　若松区社会福祉協議会では、区民の皆様から寄せられた一般寄付、香典返し寄付等を地域で暮らす方々が
共に助け合い、支え合う福祉のまちづくりの貴重な財源として活用させていただいています。
　例えば、地域の福祉協力員等によるふれあいネットワーク活動推進事業（ひとり暮らし高
齢者等の見守り訪問活動）や地域で行われる敬老行事等に使われています。
　区民の皆様のご理解ご協力をよろしくお願いいたします。
　詳しくは、若松区社会福祉協議会へお問い合わせください。
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